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そ
の
意
味
で
、
今
年
樫

行
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
東
京
外
宮

し
か
し
、
東
京
外
国
語
学
校
が
東
京
高
等
商
業
学
校
の
附
属
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
学
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
分
離
独
立
よ
り
も
そ
の
創
立
の
方
が
は
る
か
に
意
義
が
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
の
記
念
行
事
は
、

す
べ
て
創
立
を
起
点
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
戦
前
の
創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典
は
一
九
一
三
（
大
正
十
二
年
に
行
わ
れ

た
し
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
六
十
周
年
式
典
は
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
三
年
に
行
わ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、
一
八
九
七
年
を
起
点
と

し
て
、
創
立
年
数
を
数
え
て
い
た
。
し
か
し
、
八
十
周
年
式
典
は
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
に
は
行
わ
れ
ず
に
、
一
九
七
九
年
に
挙

行
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
本
学
関
係
者
の
間
で
は
、
創
立
百
周
年
記
念
の
諸
事
業
は
、
一
九
九
九
年
に
行
わ
れ
る
も
の
と
み

な
さ
れ
て
お
り
、
本
格
的
な
取
り
組
み
が
遅
れ
た
。
こ
う
し
た
事
情
に
よ
っ
て
、
今
回
は
独
立
百
年
を
区
切
り
と
し
て
、
記
念
事
業
を
行

う
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
創
立
百
年
は
や
は
り
一
九
九
七
年
で
あ
り
、
こ
の
年
こ
そ
が
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。
将
来
に
お
い
て
は
、
こ
う

し
た
事
業
は
、
再
び
一
八
九
七
年
を
起
点
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

と
は
言
え
、
一
九
九
九
年
も
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
の
意
味
を
も
つ
年
で
あ
る
。
東
京
外
国
語
学
校
は
、
戦
時
下
の
一
九
四
四
（
昭
和
十

九
）
年
に
校
名
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
東
京
外
事
専
門
学
校
と
変
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
新
制
の
東
京
外
国
語
大
学
と
し
て
新
た
に

今
年
一
九
九
九
年
は
、
東
京
外
国
語
学
校
が
東
京
高
等
商
業
学
校
（
一
橋
大
学
の
前
身
）
か
ら
独
立
し
て
ち
ょ
う
ど
百
年
目
に
当
た
る
。

の
意
味
で
、
今
年
は
本
学
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
年
で
あ
り
、
こ
の
『
東
京
外
国
語
大
学
史
」
も
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
刊

編
集
後
記
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